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〈主な議論〉
組合：昨年度は、インシデントの発生がなくて良かった。

会社：そうですね。

組合：車両故障や設備故障が増加しているが、これは老朽化が原因なのか。

会社：いろいろ原因はありますが、車両故障でいうと経年が結構経っている車

両も含まれている。設備故障においても、いろいろ原因がありますが、一

つ一つの原因を突きとめて、しっかりと次なる対策に繋げていきたい。

組合：重点実施事項に基づく取り組み事項に、「駅構内の旅客や沿線の方々に

対する安全確保」とあるが、最近、新幹線ホーム上にて日傘を使用するお

客様が見受けられるが、感電する恐れがあるので注意喚起の表示等をする

べきではないか。また、新幹線の掛川駅・三河安城駅は一部においてホー

ム上に屋根がなく、傘を使用しているお客様がいるが、これも感電や、風

で傘が飛ばされて架線支障の原因にもなりかねないので、早急な対策が必

要であるとおもう。

以 上

｢令和２年度安全対策の推進について｣

経営協議会開催
４月17日、本部は令和２年度の「安全対策の推進について」の窓口での説明を

受けました。本来であれば、経営協議会を開催する案件ですが、今年は「新型コ

ロナウイルス感染症」の感染拡大を防ぐための「緊急事態宣言」が全国に発令さ

れましたので、やむを得ず窓口での説明となりました。

会社は、別紙に基づき令和元年度鉄道運転事故等及び労働災害の発生状況、令

和２年度安全関連の設備投資、運転事故防止及び労働災害防止重点実施事項につ

いて説明しました。この中で『「安全は輸送業務の最大の使命である」ことを強

く意識し、社員・関係会社が一丸となってソフト・ハードの両面から運転事故の

防止及び労働災害の根絶に取り組む』と述べました。

主なやり取りと会社の説明資料は、以下の通りです。
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